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稲垣　　　私たちのプログラムはTIEPh（エコ・フィロソフィのための学際的プログラム）と言います。
　　　　しかし「エコ・フィロソフィ」の意味がまだ明確なものとはなっていません、したがってエコ・
　　　　フィロソフィの定義をあなたと共に作り上げる作業ができればすばらしいことと考えておりま
　　　　す．環境問題は物理学的、生物学的問題にとどまらず、人間の問題でもあります、というのも、
　　　　もっぱら人間が環境を破壊しており、おそらく人間が環境を改善しもするからです．その際に問
　　　　題なのは、環境を汚染しないように人間は教育されうるのか否かということですcこうしたこと
　　　　は、環境に対するしつけや教育の問題にも直接、関係します。これらについて、あなたから何か
　　　　お聞かせ願えればと思います、
山口 　以上の問題に関連して、まず、あなたが古くからの家屋をこの「環境教育センター」に改装さ
れた時の経験について、お聞かせください．あなたはこの家屋を、三年ほどで完成されました＝
あなたのフログラムがいかにして実現きれてきたのか、どのような人たちと共同作業してこられ
たのか、というアイデアのきっかけと全体的な流れを毛、う一度簡潔にお話しください　それを受
けて、私たちの質問を細かくしていこうと思います
ベルッ　　っまり、実践的アロジェクトから話し始めた方が良いということですね
山u はい一というのも、家屋の改装が可能になるような、こうしたフロジェクトがそもそもいかに
して実現したのかは、私たちにとって新しい、興味深い事柄だからです＝
ノ［ ~ノレ、ソ 　それはとても長い話になります、私は学校で何年t、騒がしい落ち着きのないクラスを指導し
てきました。興味があったのは、生徒にとっての事物を客観的にみる客観化のフロセスと創造性
との関係でした．私は生徒たちに対して、繰り返し熱心な授業に努めてきました．私は毎年、選
択必修科目を担当していたのですが、そこで、私は、ある新たなフロジェクトを生徒に提案し、
生徒たちも私も関心を持って、年間を通じて非常に素晴らしいプロジェクトを行いました／一それ
は風力発電装置を作るという、風力エネルギーにかんするフロジェクトでした，ところが、90
年代の中頃には、こうした関心は、日に日に、弱まっていきkした、私はその時、なぜ生徒たち
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は環境の授業や生態系の授業に関心をもう示さないのか、聞いて回りました。答えはありきたり
なものでしたが、これは同時に、最も重要なメーセージでした　つ圭り、自分が望むことができ
ても、すべて探求しつくされていて、授業で学ぶ二とに新しいことはもはや何もなくなっていた
からだ、というのです、
山口　　　っまり、テレビとかで環境問題にかんする多くのことがすでに話されているので、生徒たちは
　　　　すでにほとんど全てを知っていたということですか、
ベルツ　　はい　プロジェクトは行えても、結果として生じることはすでに明らかなのです．退屈です、
　　　　実に退屈です、生徒の中でも利発な子がこのように言うのを聞いて、私はそれに気づきました・
　　　　私自身といえば、原発反対運動といった政治的な場面で、環境問題への動機は高くもってはいた
　　　　のですが　その当時、私は、まったく新たなエネルギー供給システムはいかにして構築可能なの
　　　　か、政治的情勢や技術的、経済的等々の状況に鑑みて、そうしたシステムがここドイツに、まず
　　　　はいかにして構築可能なのか、壁に向かって突き進むような大きな困難さを私は目にしていたし、
　　　　繰り返し新たな試みがなされても、堅固な壁がいつでも、そこにあったのです・
　　　　　こうした経験から私は、若者たちは何を望んでいるのか、と彼らの話に純粋に耳を傾けようと
　　　　思うようになりました。そして、そのとき、彼らが打ち明けたのは、乗り気のなさや立二場決定の
　　　　できなさについてだけでした。これは現在の私の考えですが、全ての若者が孤独で諦観に苛まさ
　　　　れているわけではありませんt一むしろこうした不満や不機嫌、態度決定のできなさが、ある程度
　　　　集中的に討論される場を私たちは作らなければならないのです．
山口 たいていの若者たちは、ドイツでは、学校を終えて、夜にコンサートなどへ行ったりしますね
ベノレツ 　それは、ただ、気分転換やおしゃべりなどのためです．先ほど示されたような、心理学や療法、
対話などとは異なる教育に関する考え方をあなたはどう思われます1）　1，．私はカウンセラーではあ
りません，コ自然科学が一方では客観的学問であることを、私は自分の研究に基づいて知っていま
す　自然科学の諸原理や数学的なものは、魅力的なものと思われますが、それら全てを説明する
ことはできませんね　このことは私に刺激的なことです．ではこのことが社会的、政治的、社会
科学的範囲に変換されるとすると、社会共同体はどのように機能するでしょうか．二の問題に私
はいつも関心があります　社会的変革について一時語られてときがありましてが、そのとき、さ
まざまな機会に変革について語られ、教育の変革にっいても問題にされました、私は、そのため
には、より恨本的な問題を扱わなければならないと考えていたのですが、その根本的な問いがな
かなか見いだされないように思われていました
　このようにして、再三再四ぶつかることになったのが、私にとって、「カオス」の概念でLた
このことは私にとって、すばらしい原経験でした．私はメモ用紙に次のように書きました．1一人
生はカオスである．来年のコースのテーマは、これであろ」，私はこのメモ用紙を教務の掲示板
に貼り、コースへの参加者はいっぱいになり、数日後クラスは生徒であふれました．私のことを
少し知っていた生徒たちは「彼とならもう一度試みることができるかもしれない．．．」と考えたの
かもしれませんt．こうした二とで私は、彼らの人生に係わろ興味深い問いを若者たちといかにし
て育て上げられるかについて、そしてこうした大きな問いがどこに隠されているのかについて、
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多くを学びました、
山［ どのようにしてあなたは、そうした会話を通して、若者の関心を育て上げたのですか？
ベルツ 　私はそれをこのコースを四回、経験しkした．そしてこうした対話の交差は度々現れました．
対話は、このようなコースの際の構造的な構成素といえます．こうした経験を通じて、私はこの
構成素を明らかにすることができました一教室に入った時、「このテーマはよく知られています一
私たちの生は混沌としています　何をなtべきでしkう　君達に何が期待されていると思いま寸
か？」と尋ね、イスに腰をおろしました　生徒たちは椅子に座り、何を語ろうと‡、しkせん、彼
らは何かを言う自信がないのでt、予測通りでLた，「ベルツ〔私〕先生は初めから自分の考え
を持っている、大半の教師がするように、発言がなされるか否か、さらに少し待たれ、何も発言
されなかった時、自分で発言するに決まっている」そう生徒は考えたのでしょう，生徒達は期待
に胸を膨らませてこちらを見ています、，私は次のように言いました　「では、テーマはここにあ
る通りです，しかし、具体的なフランはまったくありません．私たちは一緒にこのコースの計画
を作らなければなりません．今ちょうど、感じた［課題が提示されないという］失望感はもう忘
れなさい，私は君達に、どんな風に、コースが進むべきかについても何もいいませんttこのコー
スが意味のあるものになるように、自分達で、計画を立てなさい」、それから、「みんな、グルー
プを作って、思いつくことをすべて書き出しなさい」と言いましたc私は、少なくとも断片的な
回答を期待していました．そして彼等が言ったことを単純に書き出していきました、仕舞い込ま
れていたすべてのものが、次第に明らかになっていきました，そして2回目の授業の後、私はお
おまかな授業のための資料一それは整理されておらずにそのままでした一を手にすることにな
りました　そして、「私たちは今、何をしますか？」と尋ねました．t誰もが何らかの寄与をし、
義務を負っていますが、私たちは一緒にそれを作り上げねばなりません、
　するとクラスが活気づき、「カオス祭りをしよう」という、どこかで聞いたような提案があり
ました。同じ頃ハノーファーで、「カオスの日」という抗議集会が行われていました，生徒の親
達の内の何人かが、そのことにおそらく関係していたことを生徒たちの話から分かりました．並
行して行われた二つ目のクラスでも同じ提案がなされ、週末にテレビ番組で、ハノーファーの「カ
オスの日」が放映されました、そのとき、焚き火から生じた火事が発生するといった奇妙な事件
も生じました，カオスはおそらく破壊と何らかの関係があるのでしょう、生徒たちに、カオスや
混沌としているとは、理性を失い自己を統制できず、秩序を守れない人間のことである、といっ
た考えがまず浮かんだことでしょう．カオスの対立概念が秩序です．．それから私たちは1対極的」
と「極」について一度話しましたTそして今、「こうした区別が自分たちにおいてどのようであ
るか」が経験されていきましたL．
　私はこうした教授法的な交差点を、この「カオスの日」をめぐる生徒の経験の中に見出してい
きました「「こうした交差構造を私はいつも暗黙のうちに予感していたと思います．ここでいう交
差構造：「私一我々の対極性、そして肯定一否定の対極性が交差する」という考え方は、単純な
ものなのです。しかし、開かれた公的な枠組みの中で、こうした単純なことが実際に起こるには、
時間が必要とされ、ここに、信頼関係が築かれなければならないことは明らかです。さもなけれ
ば私の極の側から、自分について語ることもできないでしょう．そして自分について語りだされ、
日常から、いってみれば、現象の記述を通して語りだされてきます．こうした次元に達したとき、
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何かがすでに獲得されているのです．
　しかLながら人間は常に、自我の家に住むものですtt自分や友人、カオスのうちに起こるすべ
てのことについて誰もが話し、自分と親しい人々、例えば両親や子供たちなどについて話します・
すべては不明瞭で分かりにくく、自分について話されるのを聞くことに、ある小さな辻会的空間
につの極として留まることに、何の楽しみもないことに次第に、気づいてきます，数回の授業
の後、生徒全員がこのように話した後で　一　三度目に私は規則性を理解していたのですが　一
実際、個我の領域から次第に展開してくるもの、第三者的な視点による学問からする、このよう
な状況からの解放が出現しました。多くのノ＼が「カオスの研究」について、すでにいくらか従事
していましたので、「ベルツ先生、カオス理論とは何ですか？あなたは私たちに少しばかり手ほ
ビきすろべきです，カオス理論は、今私たちが抱えているカオスの問題に何か役立ちますか？」、
そのとき、私たちぱ、すでに、客観的側面の極におり、知にかんする方向づけを探究しています、
こうしたことで、私たちはすでにある極［われわれという客観性の極］を持つことになるので。
こうした問題にいつかは従事するだろうことを、私は分かっていました．このようにして、未だ
的確に定義されていない「カオス」概念のもつ、不明確さゆえの不快さに気づくようになりまし
た、私は、こうした居心地の悪さをしばしば強調し、この不快さを、生徒が何もする興味がない
とき、今後できることにまるで喜びを見出さないようなとき、その背後にはいったい何が隠れて
いるのか、という問いと結びつけましたt／人生の無意味さといったものが、なんとなくはっきり
してきましたrすべてはすでになされ、完成し、何か自分独自のことがまったくできません，人
はみな、なにか代替不可能な同一性を求めろこと、なにかまったく特別なこと、まったく自分個
人のこと、それをいつか自分が記録に残せるようにできることを求めているのです．そして、こ
ういった同一性が求められるときの妨害となることとして、社会のうちでの疎外といった現象が
あります。その疎外は、例えば、人間と自然の間、また人間と人間の間に生じるものです。
1」」口 社会的強制といったものでしょうか、
ベルツ 　はい、それもそうです。社会的拘束力などです。生徒は、私はもはや、自分個人の人生への権
能を持ち合わせていないと感じます、こうした権能をもはや自ら作り上げることはできないと思
うのです．その権能は作り上げられてあるものであり、個人は、今や社会の中のチェスの駒のよ
うなものになってしまっています。人間はいかにしてこうした居心地の悪さに対して振る舞って
きたのでしょうか。そこには改革すること、法律を定めること、素直であること、順応すること、
出世などの多彩さがみられますttしかし、このような仕組みから降下していく多くの者もいます．
社会的脱落者です。そして彼らは降下するだけでなく、その社会を破壊しようとします一／そうし
た者たちが無政府主義者です，無政府主義者に対して私は若干心の準備をしていました．なぜな
らそうした時代がくると予測していたからです，そこでそのような傾向にある生徒に、無政府主
義者とはどんな者か説明するように、促がしました、生徒に、無政府主義について知りたいと思
わないか尋ねました。無政府主義者にかんする資料をいくっか持っていると、生徒の関心を向け
たのです。
山口 社会科の授業の資料としてでしょうか、
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ベルツ　　そうです、選択必修科目の枠組みの中で行いました、ところで私たちは、その授業で、社会の
　　　　良くない側面についても語り、こうしたことに人々は様々に振る舞うことができることも明らか
　　　　になりました、そして、意志や努力が徐々に前進していきまt．なぜなら、まだ何かできる時間
　　　　が更に残されているからです、ここでいくつかの提言がすでになされていました一緑の党の運動
　　　　の流れの中で、多くの政策が供出され、見事に刻印された文言が表明されていました一親たちは
　　　　F供たちと家で次のように語っていると聞くことになりました．「もうすべてのことが試めされ
　　　　たのではないかuそうじゃない？だけど、それで世界は少しでも変わったのか？」，このような
　　　　状況にあって、もちろ／～．すべてを再び破壊しないよう注意しなければなりませんでした　「世界
　　　　はまだ終わっていない」、ということを生徒の心にわき起こしたかったのです、そして活動的に
　　　　なること、開始すること、ユートヒ．ア概念を少しだけでも聞かせることが、若い人たちにとって
　　　　やりがいのあることだと思いました。世界はいまだ完成していません．これはEプロッホの哲学
　　　　です、
　　　　　これが根本的な経験で、そこから授業は更に続き、様々に分岐的発展を遂げていきました．生
　　　　徒を誠実に受け止めようとするのであれば、同じような経過をたどるべきだと思います。いまだ
　　　　完全に明らかではないような根本的理念へ、概念の起源へ立ち戻られねばなりません。起源は不
　　　　明瞭であり、様々な意味の世界を有しています。ここが、動機づけが成功する重要な機会です，
　　　　このことは真面目に受け取られねばなりません．ここから更にどのように展開するのか私自身は
　　　分かりませんが、興味はあります，非常に大きな興味があります。私は今こうしたことを行って
　　　　いますし、当時もそう考えていました。そして生徒たちも私の中に起こることに気づいていまし
　　　た、彼らは言いました，「ベルツ先生、あなたはいつもこのようなことをなさってきたのですね」
　　　私はそれに答えて、「ええ、だがそれも終わりです．私は今度、まったく新しいことをしようと
　　　思うrそして君たちと一緒に、この新しいものが何であるかを見つけ出そうと思う」と述べまL
　　　た、
　　　　私は10年ほど環境教育をめぐり、様々なフロジェクトを行ってきました、一つのプロジェク
　　　　トとして体系化できるような段階になってきています、そして私は9年ほど上級学年で政治学の
　　　授業を行ってきました　最後の13年生には、「社会的ユートピア」という授業を繰り返し行いま
　　　　した．この学年の生徒は、確かにしっかり勉強し圭した　そして、この授業は、私の専門分野に
　　　　もなっていったのです，私は素晴らしい教員仲間にも恵まれたと思います。
　　　　1983年に私はとりわけ優れてクラスで授業ができtした．生徒も多，・に熱心で、彼らに三年間
　　　政治の授業を行うことができ、私と彼らの関係は、学校に留まるだけでなく、学校の後でも、彼
　　　らと共に共通の目的を実現できていけるだろうことを予感することができました一私自身、作り
　　　あげる準備の時期にあり、大学や学校での教育活動に軸足を置いていたのですが、もう片方の足
　　　は社会活動という外部に踏み出していました、そして次のような考えが浮かびました一それは、
　　　ご存じのように未来教育という教育概念が、この概念が方法的に形成され未Xが見出されるよう
　　　に、ユートピアとしていわば作り上げられるのではないか、というものです．、これは教育的方法
　　　ですT私たちはこうした方法を作り、その後、様々な人々や諸理論と討議オることで次のような
　　　考えが浮かびました　それは当時のドイツは高い失業率を記録した時代であり、若い世代の高い
　　　失業率が記録され、先行き不安な時代でした．1982／83年は実際ひどい年でした　生徒たちは当
　　　時、「自分たちは特権的な階層である」ということを自覚していきました、大学入学資格を有す
　　　る人々は、ドイツ国民のわずか33％でした，他の三分の二の人たちは、私たちが考え、悩んでき
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たようなことに悩む機会さえないのですttそのとき、私たちがたくさんのアイデアを持っていた
ことも思い出されました。それらのうちの一つを実現化したいと思いました　七年問私たちは隣
のある村で、「未来工房」を建設し圭した　私たちは共同で農家を購入し、そこに村のための「未
＊iT．房」を造りました・その工房は、芸術的活動のための工房として想像力豊かに造られ、それ
だけでなく、そこで環境保護活動と、いわゆるABM対策とを結びつけようとしました・このA
BM対策とは、職を失った若者をフロジェクトに参加させろことで、仕事をすろ人生に彼らを結
びっけるものです．このようにして私たちは、地域社会における自然保護フロジェクトをまずも，
ってのフロジェクトとして明文化し、職を失った若者たちがこのフロジェクトを「未来．ll房」建
設として作り上げたのです．t若者たちはこうしたことで、生活の安定性を再び獲得することなど
を学びました．また、常にこうしたフロジェクトをどのように作りあげるかを、ともに考えてい
きました　こうしたプロジェクトを私たちは七年間続け、予算が尽きたので終了しました　それ
が1990年でした　しかしながらこうした授業における経験から、生徒たちがいく人かの大学生
や失業者たちと触れ合うことができました。
山口 政府による、若者への雇用対策はあったのですか一
ベルツ 　はい、官僚制とどう渡り合っていくかに長けた優秀な人々もいました　私も次第にこのことに
慣れてはいきました一私たちは、政府の援助によって適切に保証されたアロジェクトや、もちろ
ん自由な資金援助によるプロジェクトも行いました．寄付金や基金などについても学んでいきま
した．
　これらが私にとって、学校の外で何かをし、それを公的活動に部分的に結びつける二とを学ぶ
時期でした，様々な理由から、このプロジェクトは1990年に終丁しました　この終了期の2年
前に私は今ある新たなプロジェクト［家屋の改築をとして環境教育センターを構築するフロジェ
クト］を見出し、それ以来、方向転換を行いました．
　この時期は、私にとって危機的時期でもありました，80年代に私は、この「未来工房フロジェ
クト」を外へ向けての踏み出しの一歩としたかったのです＝それから、もし十分な活力があるな
らば、こうしたことが公的活動における発展と関係しうること、また良いグルーフ、同僚、作業
チームを持っているならば、外に影響を与えることが可能なこと、これらのことも気づきました
これが学びの時期だったわけです　こうしたフロジェクトは、もし、学校の外で、改革や変1ヒと
何らか関係するようなフロセスが進展していなければ、生じることはなかったでしょう．統合学
校が新たに芦え直されろべきでした，統合学校内での活動空間は相対的に大きなもので、枠組み
も明らかでした、特定の限界を踏み越えることはできなかったのですが、相対的に開放された実
験空間でもあったのです＝50人の人々がこうした枠組みで活動し始めました、このことを振り返
って、現在の私の学生に語って聞かせるのですが、教育学士［教育学が終了して学上の称号を持
つ人］とは、えてして、学校を憎んでおり、制度への嫌悪から、個々人に固有なことを実現する
ように望み、芸術的なことや療法的なことを行おうとしたがり圭す　二うしたことは理解できろ
ことではありますが、私は以下のように言いました、「おっしゃる通りです．自由なブロジェク
トをなさってください　しかし、私たちが、古い社会制度が突破することのできないような社会
の防御壁の突端は、そう簡単なものではない，私の確信するところは、やりがいを見出すホイン
ト、アレンジの仕方、そしてある社会制度を内側から突破する可能性、二れらをあなた方は、見
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っけ出きねばならない」と　大学人としての私の強みは、教育家として他者との関係に係わり、
この関係に非常に集中して戦略的に向かうよう奮起することができることです，私は綜合学校で
三年間、このような実験を行いました　50人の人々は、それぞれ自分の課題を行いました．外的
な圧力も多少ありました．私たちは統合学校であることを望み、取り残された残余学校であるこ
とを欲しませんでしだ統合学校にとって伝統的な学校システムと競合することは、大きな危険
が伴いました一残余学校とは基幹学校（Hauptschule）の生徒だけか、その他の若干の生徒が行く
学校でした　私たちは、まさに、綜合学校のこうしたイメージを変えようとしまLたttそして、
幾分かは変えてきました＝多くのフ．ロジェクトが試みられた後、この今のフロジェクトが中心に
なりました　そしてこのフロジェクトを通じて教師たちの間に同…の意識が生じました．このフ
ロジェクトが一つの学校にとって、規模が大き過ぎることはすぐに分りました一私たちは寸ぐさ
ま二つ目の学校と、いずれにせよ私たちが依存していた全ての公的施設と協力しました。しかし
私たちは自主的にアロジェクトを行いたかったのです．
　いずれにせよ自主的な活動が行えるのは、自らが基盤を、それも物質的な基盤を備えている場
合でし＃う　それで、公的基金が非常に重要だったのです。その当時私はそこのことを学びまし
たそしてある基金からの援助を受ける幸運に恵まれました。プロジェクトを開始するにあたり、
　「これを行っても良いですか？」と州政府にまず伺いをたてる必要はありませんでした、もし私
たちが「．一つの家屋を買いたいと思いますtlそしてそれを改修することで、私たちの授業はより
興味深いものになります，」と国に対して言っていたならば、「君たちは頭がおかしいのか。そん
なものに使うお金などそもそも無い」と言われていたことでしょうc
　まず共通の意志が生まれ、共通のフロジェクトが見出され、それは森のなかに自分達で家を建
てる、といったアイデアでした、偶然ですが、もと、森林管理のための、今は使われていない家
を見つけ出しました　それを私たちの学校の校長先生に伝え、地域の政治家にも連絡し、それか
らこの家のフロジェクトに関連する役所一不動産管理担当の役所一に電話連絡をしました，その
際、このフロジェクトによって、環境教育を行う家と同時に、若者のための家を作りたいという
ことを伝えました。役所からの肯定的な回答を踏まえ、私たちはそれから、協会が設立し、建築
家を手配し、修復にかかる費用を算出してもらい、450，000ドイツマルクかかる事が判明しまし
た，次に資金集めにかかり、いろいろな基金に寄付を募り、およそ、総費用の半額まで、資金援
助を得、開始資金を獲得することができました．こうして、この前提でもって、地域や州の公的
機関に、開始のための資金が調ったことを伝え、公的機関へと近づき、行政上の援助を依頼に向
かいました、こちらから、公的機関へ、フロジェクトを共同で展開できることを提案し、大きな
賛同を得たのでした。すぐに、私たちは家を建てはじめ、それから三年後、1993年6月、この家
の落成式があり、ドイツの文部省からの来賓が祝辞を述べました．私たちのフロジェクトは、あ
らゆるものへと影響しうるような実験的フロジェクトであり、その成功が賞賛されたのです、
　このようにして出来上がったこの環境教育センターでは、必要な事務に関わる人々とともにセ
ンターの運営が始まり、軌道に乗り初め、今に至っていま仁フロジェクトを開始した私たちの
世代も年を重ね、今では、次の世代への移行期が訪れています、
　私たちのフロジェクトは政党政治に依存するものではありませんでした。私たちのプロジェク
トがたいへん説得力のあるものであることは、CDU、　SPDや、緑の党、左翼党など、様々な政党
の人たちとこのフロジェクトについて語ることで明らかなものとなりました。いずれにせよ彼ら
と対話すろことで気づきました．もし特定のプロジェクトが、景気対策といった政治に直接関わ
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る問題に依存するフロジェクトであると性格づけられ、政党政治との関わりを取りざたされると、
もうそのフロジェクトの成功は不可能になります．政党にかかわらない長期的フロジェクトであ
って、はじめて、さまざまな政治家との提携が可能になるのです
　私たちは］992年に、ある協定をマールブルク市とマールブルクービーデンコフフ地区と結び
ました．綜合学校の半数（／）生徒がこの地区から通っていたことからして、共通の協定がなされた
二とは非常に理に適ったことで、18年間現在まで、毎年IOO，OOOドイツマルクが市と郡で半額ず
つ支払われ、それによって私たちの活動が運営きれています・活動の運営には、家屋管理者と事
務を金田教育学者であり環境教育担当の二人の正規職員があたっています＝私たちは始めから、
適切な、公的機関からの資金援助を受けた持続的な職位の保障が必要であることを主張していま
した　こうした基礎は長い経過を経て初めて作られます，資金のみ要求するだけでは、フロジェ
クトは成功せず、まずは先行投資によってどの程度、フ．ロジェクトが実現されているか示すこと
ができ、プロジェクトの内容を説得できるようになっているのでなければなりません一それがあ
って、プロジェクト実現が可能になるのです．
　これがどのようにこのセンターが出来上がったか、その大雑把な経緯です．私たちはそれに平
行して内容上の、構築アロセスがあり、カリキュラム化が並行的に進行し、私たちはここで何を
するのか、決められていきました。この施設は、学校教育を補完する施設です．私たちは、あら
ゆるところから人が押しかける、環境教育の観光のようなものではなく、公的機関として、地域
に属する施設を開設しました、このセンター施設は、マールブルク市の所轄の郡の70の学校の
環境教育を補完し、担当するものです．70の学校が私たちの施設を訪れることは可能で、申し込
み依頼はいつもいっぱいになっています．私たちにはそれほど多くのことはできず、一日に設定
できるのは、せいぜい二つの学習グループです．どの訪問も予約され、そのための順備がなされ
ます，私たちは四つの課題を設定しました、「森、農業、水、エネルギー」という四つのテーマ
に適切な人々を探しましたtt彼らは有資格者でなければならず、影響力のある人物でなければな
らず、若い人々を惹きつけられる人物でなければなりません．このように教育内容の計画が立て
られ、人々が順次、雇用されていきました．私たちは自らの思考パターンと明確なフロフィール
を持ら、中心になる人々の間の「円卓会議」を設け、教育者が個々の計画を作成しました「そこ
には豊かな好奇心があり、エネルギーがあり、そして火急のものとなり始めたZネルギー問題や
環境問題とともに、緊迫感がより大きくなっていました、多くの森が死滅する危険は、ドイツで
80年代に大きなテーマになっていました．そして問題は現在も進行しています、
　199／年に、それは新たな開始の年でもありますが、それ以来、様々な他の施設との共同の、
細かな教育内容上の照らし合わせの段階に入りました、それはまたまったく特別な課題ですt．も
ちろん、自由に環境教育プログラムを作ることはできます，非常にすばらしい提案をすることも
可能でしょう。ところが私たちが他の施設と会議や学会を行ったとき、私たちはいつも、居心地
が悪い思いをしました、というのも、私たちは、完全に誰にでも開かれた施設ではな学校や大学
と非常に緊密に連携した施設だからです　このことは一面では制限ではあると思いますが、この
制限は私たち社会の現実の描写の一部であり、私たちは社会、人間の社会を成す人々を相手にし
た環境教育施設なのです．私たちは社会を生徒たちと共有しており、私たちはいわば社会の±台
作りに参与しているのです。こうしたフロセスはまた学問研究の対象にもなっていま十，このフ
ロセを通して、どのように生徒の意識構造が変化したのかについて、学問的に多くの記述があり
ます，生徒たちは6年間の学習過程、第二次段階の第5学年から第10学年で、希望すれば6度
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ほどこの「環境教育センター」の森林宿舎で生活することができます　こうした生活を通じて、
実際には何が変わったのだろうか、という疑問に多くの報告で解答することができるのです
山口 　っまり、ここで重要なのは、学校での教育者との絶えざるっながり、この施設を訪ねる前の諸々
の準備や二こでの生活からの影響、生徒たちに影響を与えるような様々な機会などですね、また、
生徒と教育にあたる人々のとの絶え間ない対話などが重要なのでしょう．
ベルツ　　はい．それらは日常的なことです　学校では、授業の終わった午後に教師がやってきて、翌週
　　　　に自分たちが行うことの提案をしたりします
山口 そのように機能しはじめたのは、何年からでしたか．
ベルツ　　17、いや18年前、1991年からです
山口　　　それに関して少しお訊ねしたいのですが．このようなすばらしい模範が周知されるようになれ
　　　　ば、こうした試みを他の場所で行い、あなたの経験に習おうとするような試みがなされるかと思
　　　　われます。全体として、ドイツには、他にも同様の施設やセンターがありますか？
ベルツ　　はい1995年ぐらいまでには、多くの施設ができていて、ここ10年間でさらに増加しており、
　　　　こうした施設はおよそ、1000を越えています．非常に多種多様な施設であり、それらの50％か
　　　　ら60％が、自然環境教育に方向づけられていますtt私たちに特有なことといえば、私たちは、諸
　　　　機関の中心で仕事をしていることです、私の同僚たちはみな、それらの諸機関がどのように機能
　　　　しているか、熟知しています．
L正旧 機関というのは、学校や大学などのことですね．
ベルツ　　その通りです．それが特殊な点です．おどろくほどに多くの施設があります　それらに不足し
　　　　ているものは本来ありません　ここから40kmほど離れたビーデンコフフに教育的生物学センタ
　　　　ーがあります一マールブルクの植物公園で現在、環境教育センターも設立されました＝学校所有
　　　　の農場もまもなくできるでしょう一非常に多くの新規構想があるのです　それらに不足していろ
　　　　ものは本来ありません私から言うべきだったのですが、あなたが正しくもご指摘されたように、
　　　　どの地方自治体、地域社会にも、本来はこうしたセンターがあるべきなのです．別様のセンター
　　　　ももちろん認可されていますが、大切なのは、それによって何が達成されようとしているのかと
　　　　いう二とでヤ、そして、こうしたことが様々に議論されているのです．
山コ 　私たちのエコ・フィロソフィの関心からLますと、あなたの今までのお話から、様々な着想を
引き出すことができます　私にとって最も興味深かったのは、学生たちの欝積した不満の感情や
不満足に対するあなたの取り組みです，二うした苦難の時代には概して、若者たちの失業などが
あり主す「若者の多くは、「なぜ我々は、そもそも現代において学ぶ必要があろのか？」と問う
てみること・L，あるでしょう。生きるという根本動機へ自分を向き合わせようとあなたは試みられ
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ました，生きるという根本的動機を言葉や意識へともたらそうとするだけでなく、直接、実践に
おいて確かめようと促がされkした　そして実践を通して、現実世界で問題になること、しかも
物質的世界や様々な観点での世界、そして可能的な世界で問題になること明確になり、政治家や
役人がどんな関心のもとで仕事をしているのか、生徒たちがそれに近づき、体験できるような試
みをなさいました、とりわけエネルギー政策や間接的な経済的契機が強力に働いていろこと／L，実
体験できろことにもなります　こ二には多くの契機がすでに関与しているわけです／、
　改めて私たちはいかにして、環境や社会的関係を共同に正しく構築できるのかと問うてみると
き、参加していろ個々の若者たちに、自分が今何をして、何を目的に生きるのか、という問いに
自己を向き合わせる習慣が根づいていく経過をみてとることができます，これは真の意味で、哲
学することの開始だと思います．つまりそれは、社会を批判的に考察すること、そして同時にこ
うした社会のうちで自らの立場を見出していこうとすることです・このように、自らのうちに生
きることを実践哲学とみなしうるのではないでしょうか，私はこのことを十分に追体験できます．
　そして、さらに、何らかの仕方で、根本的な人間関係がもう一度顧慮される必要があり、こう
したことが「エコ・フィロソフィ」というタイト・レであなたがお書きになった、「周囲の社会的、
自然的環境や人間関係を変えるために、若者たちとともに哲学すること」をテーマにした書物の
出版となったのでしょう。そして、現在、あなたは、このプmジェクトをドイツ国内で普及させ
ることだけでなく、国際的、全世界的に、ロシアやアメリカ合衆国、中国や日本へとさらに拡大
していくという第二の、新たなアイデアをお持ちです。あなたにとって、こうした国々はまった
く新たな地域、新たな文化だと思われますが、どのようにお考えでしょうか。
　おそらくあなたにとっても、今一度、全体的な活動を根拠づける良い機会、時期だと思われま
ヤ、こうした根本的理念を世界的関係性のうちで試してみるという、そしてこうした試みの背後
にいかなる根本的な固有性質が隠されているのか、そしてこうした根本的理念が国際的文化形式
の数多性にいかに適合しうるのか、こうしたことを考察する時が今なのだと思われますが、いか
がでしようか，
ベルツ 　私が身をもって体験し、作り上げてきた全てのプロジェクトの背景にあるのは、好奇心といっ
てもいいかもしれません　その意味で、「根本的理念は何か？なぜ私はそれをするのか？」とあ
なたが問うのはまったく正当といえます．私にとって、これらの体験は、まったく単純な諸経験
だったともいえます，次のグローバルなプmジェクトは、私の年齢ともおそらく関係するでしょ
う，私が健康のままであれば、IO年か15年、少なくとも次の5年を考えることができます．そ
のとき私は、今の活動の繰り返しに終わらず、まったく新たなものを作れるかもしれません＝こ
れは次の段階なのです・
　こうした全体の展開には、あなたのおっしゃる根本的理念や根本的経験が関与していると思わ
れます．私自身の人生を振り返ると、次のように言えると思いますt／私はある小さな村の農場で
生まれました。自然は私にとっては空想的な自然ではなく、人がそれによって生きる自然です、
私の両親や兄たちが、一年一年、しっかり生き抜くことを考えていなかったなら、食べものが家
に何もなかったことでしょう、もし不作になったら、私たちは常に生存のことを考えていました一
生きるということの深い根本的経験とでもいえましょう，私は生活の困難な力沙時代を過ごしま
したが、しかし幸福な幼少時代でした。というのも、善良な人々とやさしい両親に恵まれたから
です．小さなものへの、故郷への信頼はとても大切です、そうした場面で、故郷という概念がお
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そらくもう一度取り戻されうるでしょう．このような人問の基盤が失われ、心のよりどころが欠
ければ、広大な世界と向き合うことはできません　これが私の主張していることです　この地盤
を他に、どこからそうした諸力が生じうるでしょうか
　世界は今や複雑で、それどころか私は先ほど「カオス」とも言いました．世界が構造を有＋る
のであれば、私はそれを身につけなければならないでしょう　それは非常に永いフロセスで寸．
つまり、まったく単純でしばしば乱用される「全世界的に思考し、地域的に行為する」の背景に、
真理についての多くのことが隠されています。次のフロジェクトに関しては、私たちはおそらく
共同の活動が可能でしkう　しかし、そこでは関係の仕方が、まったく別様であると予測してい
ます，こうした関係性に対して私たちのフロジェクトは何を意味するのか、自分自身をそこに再
び見出すことができるか、それは私が体験してきたようなものなのか、それともまったく別のも
のなのか、これらに私は強い関心があります，
　この問題はコミュニケーションの次元へと関連し、歴史とその諸状況のうちにありますt一事実、
これは新たなことです．何かを全世界的に作り上げるという考えに、現場での現実性が取り入れ
られねばなりません／tこれが根本的見解とされねばなりません．もちろん、独裁的なシステムを
構築することはないのですから、議論されるべきは、世界国家が可能かどうか、国連のような機
関が再編成されることは可能か、あるいは新たな機関が組織されうるのか否かを巡るものになる
でしょう、新たな、再編された機関はいかなる根本的構造を有しうるのか、人間が生きている現
場で、こうした機関は地域といかにして一致されるのか、これは中央と地方の、全体的世界と具
体的な場所の間の弁証法といえましょう，このことはよく考えられねばなりません．
　他方、人間は近い範囲で生きる生物です．人間は概観したり、理解して自己のものにしたりす
ることに、限界があります，すべての人間が環境保護に意識的になった時に、ドイツの8千万の
人間が環境保護に意識的になり行動した時に、全体として適切なことが行われるということは疑
いえないことでしょうか　しかし、全体になったとき、まったく異なったものになるという可能
性はないのでしょうか，個別的な教育のみ考えれば、それですでに新たな社会や国家が自動的に
生じると期待するのは許されないのではないでしょうか、これは教育の限界ともいえましkう。
ただ局所的な関係のみ変化させることで、人が生活できるようにするとするのであれば、それは、
豊かな国々における偏見ということになるでしょう、なぜなら、そのことで、私たちは、すでに
現前する時代の流れ、すなわち、生き延びて、ある程度の経済的な豊かさを持ち続けたいという
流れを支持することになるからであり、それでは、北と南の格差と対立は残り続けることになる
からです．
　それで、私は、発展途上であるモンゴルへ行こうとしたのです。nシアも時として、いまだ発
展途上国ですし、中国もいまだ70％は発展途上国です。そうした経験を私は今、吸収したいと思
っていますt／私の経験はこのように、その多くが個々の人の具体的な人間との関わりに基づけよ
うとします．20人の友人は必要ありません・信頼するに足二る2、3人の友人でよいのです．その
ときすでに何かが形になっています，その人と一緒に何かをしたいと思え、私に意欲を起こさせ、
その人と一緒に何かを作り上げたいと思え、その人から何かが学ぶことができ一緒に何かができ
る、そういった人たちを私は求めています．
サステイナビリティ、つまりエネルギー消費と将来の世代にとっての環境に関してお聞きした
いのですが，来年の4月にボンでこのテーマに関して国際学会を行う、とおっしゃいました，あ
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なたは今、サステイナビリティの問題の展開に関して、全体状況をどのようにみていますか
ベルツ　　サステイナビリティに向けての教育に関することですか？
山口 ええ、両方ともお願いしまナ・
ベルツ　　両者ぱ、しかし、区別されねばなりません、自分のゼミでも私は両者を区別するようにしてい
　　　　ます　教育について語る前に、まずもって現実を直視しなければなりません，私はまず、懐疑的
　　　　な問いを、現実に向けます、政治学で学んだことをイデオロギー批判へと進めることもでき圭す．
　　　　「これは、後期資本主義論争におけるどうにか生き延びようとする原則である」と単純に言われ
　　　　もします，サステイナビリティは、現在進行しつっある諸フログラムを政治的に起動にのせ、あ
　　　　る程度信ずるに足る動機の諸力として理解されるように表現する決まり文句以外の何ものでも
　　　　ないでし）．う．それは「コンテナ概念」です「望むのであれば、誰でも何かを収納することがで
　　　　きます、
11旧 「コンテナ概念」ですか
ベルツ　　コンテナのように大きな樽です、あらゆるものがその中に片づけられます。サステイナビリテ
　　　　ィは一種の流行語であり、流行にははやり廃りがあります、批判理論がサステイナビリティ論に、
　　　　応用されたりもしました、こうした応用を私は本を書くことで行いましたが、その本で私は、教
　　　　育における権威主義的で私と交わることのない人たちを傷っけたのではなく、批判しました．私
　　　　は大御所と呼ばれる人を厳しく批判しました。1995年の環境問題にかんする私の本でドイツにお
　　　　ける環境教育を私は分析し、それを徹底的に批判し、可能的な方向性を示しました，そしてそれ
　　　　からすぐに、サステイナビリティの展開における教育の新たな諸形式が生じましたtt同じ問題が
　　　　新たな装いをして、別の場面で再び生じているという内的連関、分析の不足を私は明らかにしよ
　　　　うとしました．こうした議論の次元に私が純粋に懐疑的であったという意味で、私が本で述べた
　　　　ことのいくっかは的を射たものでした　私は自分のゼミでいつも、「私たちはまずしっかり、認
　　　　識しなければならない」と言っています。
u」pg その懐疑的で、批判すべき核になる論点をあげていただけますか、
ベルツ 　次のような事例が引き合いに出されるでしょう。アジェンダ（国際会議）21がリオで議決され
ました　現在、アジェンダ会議21の大がかりなフ「ログラムが実行され始めています　一世紀に
わたる世界の政治的プログラムです、どの国家も（36条だったと思いますが）、各自治体が各自
固有のプログラムを展開させる義務を負うことになります，このサステイナビリティという原則
に応じて、知が規定されることになります，ここで自治体での実行事例を説明してみましょう，
私たちはここで、アジェンダ21で議決されたことを実施しました。つまりフロジェクトが展開
されました、ここでは市民は農場に滞在し、数週間にわたってプログラムを展開します、私は少
し懐疑的になっていました．つまり、市長や多くの人々がこうしたフロジェクトを開始するなら
ば、これらの理念のその背後には何もないということに彼らが抵抗することになろう、と考えて
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いました　この理念は作りだされましたが、いざそれを実現しようとすると、すぐに言われたこ
とは、「実現化にはお金が足りない」ということでした・二れが典型的な事例です，つまりそこ
でなされていろのは、人々を、なにか魅力的に思えることに従事させ、気分の乗らなさや批判が
緩和され、うまく誘導されてしiうということなのです，ドイツにおいては実際にそうなってい
ます．しかし、私たちの市長は、これまで述べた、基礎から方向づけられている私たちのフログ
ラムを明確に計画された地方行政を通して実施してきていますつまり、経済的後ろ盾を持っフ
ロジェクトであり、単に考えられただけのフロジェクトではないのですcアジェンダ21の理念
は、現実の基本的民主主義によるのではなく、トッフダウンによるものです　しかしながら洗練
された手続きによって、とにかく、「君たちはあらゆることを共同でできます　君たちは世界を
新たに見出すことができます，君たちはまた実際共同で作り上げることができます」という枠
組みが示され、そして物質的な土台が問われるとき、「いいえ、残念ながら今年中にはできませ
ん；tおそらく来年中や再来年中にできるでしょう」などと聞かされるのでず，こんな風になぐさ
められても、不満は募るばかりなのです、
山口 それでは、サステイナビリティは単なる理論にとどまるのでしょうか。
ベルツ　　そこでは、実施に至ることは、何もありませんでした，現実のアロジェクトに参加する前に、
　　　　その提案は今誰によって何を目的としなされたのか、にまずは関心をもつことを私は提案します＝
　　　　理念を与える人や展開させろ人にたいする懐疑です。実際には何が望まれているのか、というこ
　　　　とです。「持続可能な発展」という美辞麗句だけでは、まったく足りません　信葱性を事細かに
　　　　精査するべきです。つまり、自分がそうしたフロセスに関与することで何が起こりうるのか？そ
　　　　こから何が実現可能なのか？その背後にはいかなる関心があるのか？宣伝のための美辞麗句に
　　　　すぎないのではないか？＿などです。イデオロギー批判は抽象の高次元で表現されるものであり、
　　　　その試みとは、すっかり病んでしまった社会の病の兆候を明確に孤立化させることです
山口 あなたは来年、サステイナビリティ批判を会議で展開なさるのですか
！・ミノレツ 　いいえ、そうしたこ．とをするつもりはありません・もし私たちに十分な時間があれば、こうし
た問題についても語り合うべきだ、と言っただけです　私たちは幻想を打ち砕くべきです　幻想
が多すぎます一人はあまりに多くの希望を持ちすぎですもしどの道も開かれているのであれば、
そのとき私は、すべての道を歩む力は持ち合わせていません和Jt多くを学んできたのですから、
それが何かをもたらすのか否か、批判的にものごとを見るのでなければなりません．サステイナ
ビリティは、現在、政治学の主流だと思います＝しかし、私たちは持続的に発展しうる社会に住
んでいるわけではあり圭せん．このことは証明可能です　というのも、根本的システムが適正と
はいえないからです．産業システム、経済システム、経済の領域におけろ人間と目然の関係、こ
れらが根本的構造から見直されるべきです　産業システムこそが政治システムの支柱であり、文
化政治的諸現象はそれに支えられた諸現象でもある、と私は思っています一
稲垣　　　サステイナビリティの諸現象に関しては様々な議論があります　それらはむしろ、実践的に方
　　　　向づけられているとして、他方で多くの哲学者はむしろとても理論的に取り扱っていまナ例え
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ばあなたは、サステイナビリティがいかにして厳密に定義されうるのか、議論され、哲学者は、
堅固なサステイナビリティと緩慢なサステイナビリティの区別があるのか、などについて議論さ
れています、それにもかかわらず、こうした議論は世界を変えることはできず、ただ議論が繰り
返されるのみです　単なる議論には、世界を変えるような力はないように思えます、
lL旧　　　議論している人々はそれほどにものごとを考えてい圭せんか？彼らは、自分たちが考えていろ
　　　　ことが現実と関係するか否かについて熟慮していないのでしょうか？サステイナビリティの不
　　　　．卜分に根拠づけられた定義のみに傾注する必要があるのでしょうか？定義が実践のうちで有効
　　　　であれば、こうした定義の助力で活動することも可能でしょう、とはいっても、これら全ての諸
　　　　理論は、実践的な意味を持たねばなりません、こうした諸理論が実践的有用性への考慮なく展開
　　　　させられたらナンセンスです　理論の実効力は実践でもっていかにして検討しうるのでしょう
　　　　か？理論への真理基準などあるのですか？全ての哲学者がそのようにおろかだとは、穆、には思え
　　　　ません。
稲垣 しかしながらそのような論文は年々増加していますが．．
ベルツ 　少し意見を述べてみたいのですが，私は多くのことを話し、あるイデオロギーを示したのかも
しれません。あなた方にお願いしたいのは、私にも批判的に接してくださいということですつ
まり、あなた方が懐疑的に感じられたなら、そのことをどうぞおっしゃってください・
　では、次のような慣用的な定義から始めましょう・それは、農地が告げ知らせるものに起源は
発するということ、つまり哲学的にこうしたことが理解され定式化される限りでそうであること、
私たちの生の連関の形成のためにその限りでのみ消費すること、少なくとも自然的な生の土台は
脅かされることがないので、次の世代は自らが選択できる権利を有するということ、これら全て
のことを私たちは知っているというものです　これらはまさに、農地が告げ知らせる根本的理念
ですrつまり社会システムの尺度の規準といえるのです，そしてただこうした根本的定義によ・っ
てのみ、私たちは今や社会に取り組み、こうした現在の社会が持続可能だとは認められないとい
うことなのです，これは、実に単純なことなのです、こうしたことは数で示されま七この社会
はその土台からして根本原理的に、持続可能だとはいえないのです　ここから私たちは開始する
べきであり、サステイナビリティを期待し、その概念を信じ、それを少L実践に活用しようと＋
ることで、私たち全てが正しい道を歩んでいると信じることから開始すべきではありません　私
たちは正しい道を歩んでいるわけではないのです．こうした船は、操舵者や操縦者が舵を変えな
ければ、いわば小川を越えて大混乱へと突き進みます，したがってとにもかくにも川筋が見極め
られねばならず、操縦仕方などの船そのものが見極められねばなりません．それによ一って、方向
転換が可能になります、このことはシステムにも妥当しますttリオ会議で特筆すべきことは、－
1972年にストックホノレムで最初の大規模な会議が開催され、環境が議題に上ったのですが一1992
年には環境会議ではもはやなく、経済発展のための会議となってしまいました・これは決定的な
相違点でtその際に了解されたのは、一あなたがまさにこの会話の前置きでおっしゃったこと
でもあるのですが一自然は確かに破壊されているのですが、自然が破壊される原因は自然にある
のではなく、人間のうちに、自然への人間の関係のうちにあるというものです．これは個人的、
個別的関係だけでなく、社会的関係です。いかにしてこのような大混乱の現象に至ってLまった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「87］
　東猷主「≡『ゴフィロソフィ．研窒　y旭．3　別冊　シンポジ汐ムー一インタビュー編
のか、注視しなければなりません、これは政治的イデオロギーと歴史です　いかにして文化が自
然と関わったのかが証明されねばなりません．そこからサステイナビリティの議論が開始されう
るのですttこの限りで、自分の主張は、自分の実践と反することになるのかもしれません，ノ、々
に何かをさせることだけを問題とし、多くの実践を強いることに私は、多くの意義を認めません
実践的になることにやりがいを感じることは何であるかを熟慮せねばなりttせん。こうしたこと
は、単に実践に向かうことではなく、まずもって、反省なのです、
山口 　ここでお聞きしたいのですが、あなたはこ著書で、サステイナビリティの理論家を批判なさい
ました、生産的な反批判はありましたか？
べJレツ 　公開の文章化はされてはいませんがありますーtそれは、ベルリンのある教授でサステイ＋ビリ
ティの教育分野で重要な人物です　彼はサステイナビリティ委員会や評議会、ユネスコなどのあ
らゆる委員会に属していて、私は彼を経歴や文献から知りました．彼は以前は、大変、批判的な
考察を進めていました一この本で私は彼を引用しましたt／彼自身に属するいくつかのべ一ジを彼
に突きつけました，「かつてあなたはこうおっしゃったが、現在あなたはこんなことを言ってい
る　これは矛盾ではないか」／t以前の立場に彼はもはや戻りたいとは思っていません　距離のあ
る拒否のみで、開かれた議論はありませんでした。このことを私はなお大げさに展開したいわけ
ではありませんrしかしながらある教育が主流の教育へと堕落するのならば、それはもはや良い
教育ではないでしょう，こうした教育は確かに受け入れられ、至るところで顔をだそうとします
が、もはや肉に刺さる執ではありえません　教育は本来、肉に刺さる棘でなければならず、この
社会がそうあるようにある限りで、そのような批判的な教育であるべきです、もし多くの島々が
あり、希望に満ちた兆しがあり、それが将来展開しうるように見て取ることができるなら、よい
のですが．
　おそらく私は弧を描くようにして、大学のカリキュラムへの理論的枠組みに至ったといえます
私はここで、三つか四っの支柱を築きました．あるゼミは研究ゼミナールであり、そこで私たち
はこの三つの支柱を体系的に考察し、振そこから研究の開始を展開させようと試みています，そ
れらのうちの一つをあなたがたに簡単に述べようと思います．私はこの試みを、幾何学的形態を
通じて行いました，というのもそこに理論が構造化され秩序化されるからです，内容の次元にか
んしては、非常に単純だと私は思いますが、人間一自然一社会という三角形の構造では、もはや
今日、何の問題も議論されず、解消されることもありませんこれは私の根本的な三角形です。
こうした三角形に、とにかく私は自分のテーマを構築し据えました、「人間と自然の関係、人間
と社会の関係において、いかにして据えられうるのか」、というのが体系的な問題提起で、そこ
から私のゼミでは探究され圭す「これは内容の次元でし；う、
　教育の次元も私は三角形でとらえます、あらゆる教育に動機づけが関係しまナ．主流の教育学
においても、たいてい与えられる単純な動機づけにもとついてなされるように、授業やゼミでは、
まずは、学生は、席に着いていて、そこにいるかいないかで動機を表明しています．しかしそれ
以上のことは現れていません、彼らは単純に動機づけられているのです，彼らは私にある機会を
与えます　ここでは、大学に限りましょう　学生は何をそこで期待しているのでしょうか，彼ら
は、自分がさらに動機づけられていくような知の機関における認識を期待しています，しかし彼
らは知を、今までに自分たちが到達した以上に展開することを期待しています　それゆえ私はこ
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こで、単純な認識と堅固な認識を区別します＝エコ・フィロソフィにおける堅固な認識とは何か、
とここで問うこともできるでしょう一自分をまったく新たに開拓し、開発する堅固な認識とはい
ったい何なのでしS一うか　単純な認識はいかにして堅固になるのでしょうか．それは、堅固な認
識でもって可能になる、などなどです　そこで、稲妻のように襲い繰る何かが生じます、集中的
に、静観Lて関わるうちに、やっと分かったのです，動機づけと認識、そして三番目の支点は経
験です　大学は経験の貧しい施設です．
稲垣 実践ということで、実践的経験を考えていらっしゃるのですか？
ベルツ 　私はまずもって実践と言ったのではなく、すべての経験と申しました，すべての人間は、知覚
するなどして日々経験を重ねています、これはたわいのないことですが、この経験の背後にはい
つも、何かが埋まっています＝至るところで経験が必要とされています．「実践的なことをした
いのです」と学生がいうとき、私は、「何をしたいのですか？いったい何があなたに、動機づけ
や認識をさらにもたらすのですか？どんな経験ですか？」と尋ねます1．／真の確かな世界、現実の
世界を探すこと、それは、疎外化された経験自体に備わっているのです．その現実性から遠く離
れている人は、つねにある欠損を感じます，そのような人は大地に両足を降ろしていません．な
んとなく浮ついていて、それでこそ、いつも経験というものを何らかの仕方で求めています。私
がいつもいうのは、「あなたにとって、そして私たちすべてにとって、どのような実践が有意義
か、大雑把に言えば、いったい何が世界を変えるのか」ということです．単純な経験は誰でも日々
するといえるでしょうコtお互いにどのような経験をしてきたのか、と意見交換もできます．私は、
このことを単純な感受性を高めることとなずけ、構造的な感受性の高まりと区別します。私の本
でこれが一つの中心カテゴリーだったのですが、構造的感受性は人間の内部に深く入り込み、と
りわけ認識に入り込んでいます：t表面にとどまるような感受性は、多くの場合、弱りきっていま
す。こうした感受性はいわば文化の主流に漂い、何らかのことがなされたりしますが、多くの場
合、そのような人は、何もしません，その人がなさねばならないのは、実は、突破なのです　問
題内在的な自己の個人的、人間的、経歴的な感受性へと突き進まねばなりません，こうして、気
候変動といった問題に対して、何をすべきか、これは自分とどう関わるのか、自分の問題なのか、
これは、本当に私たちの問題なのか、それとも私たちはそれを語っているだけなのか、と問うこ
とになります。
　教育的三角形の第三の支点は、良い実践です。良い実践とは何でしょう？このことを私たちは
何らかのものとするのでなく、十分に考えなければなりません。私はここでいっも、特定の制度
における通常の実践者と区別して語っています。人々はどこかに送られ、作動している組織へと
適合させられます，これは実践などではありません。これは単なる順応的実践です、その人は、
諸関係をこのように受け止め、そのように振舞うとします。そのようにあるべきではないのです．
山口 何がそのような感受性に寄与するのですか？
ベルツ　　私はある人間観を持っています［tどの人も自分自身を顧みたときに、人間観をもっているのに
　　　　気づくでしょうc私は教育理論に方向づけられた人間観をもち、どのような可能性が人間の中に
　　　　眠っているのか、このことを教育者は知らねばならないと考えますttその人間の中に私は何を強
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めようとするのか、大雑把に言えば、私はそこに五つの次元を見ています　特定の個人をみて、
私はその人が物的身体を有していることを見出します　身体の次元とは一えてして、見過ごされ
ている次元ですが一人は事実、自然の一部分であるということです．これもまた一っの基準です．
人が自分の身体を有し、この身体のうちに住まうという根本的経験を、いかにしてもう．度する
ことができるでしょうか。人が身体を有するということ、つまり私は物的身体を、例えば医療に
おけるように技術の対象の一部分として扱います　しかし身体はそれとは別てす　身体iまある質
的カテゴリーです．そこに運動が加わり、人間の根本的表明であるといえます、そしてその後、
感性的一美感的次元が加わり、認知的次元、悟性の次元が加わります，
山口　　　その際にあなたは、哲学のテキストに即して学生に示すのですか、それとも自由な対話を用い
　　　　てその人間観を語るのですか、
ベルツ　　私はゲルノート・ベーメから多くのことを学びました．彼が工科大学にいます、彼は哲学者で
　　　　すが、現在の工業社会における諸構造と諸制度に精通しています。こうした理由で、私は彼から
　　　　多くを学んでいます。私は確かに哲学教育を受けた者ではありませんが、哲学に興味を持つ者で
　　　　す。
稲垣　　　ここ、マールブノレクには多くの美しい自然があります，しかしながらあなたがおっしゃったよ
　　　　うに、そうした自然に人は常に身体に根づいて関係しています。しかしながら大都会に住んでい
　　　　る人々は、どのように自然と付き合うべきでしょうかそのような現象がみえるときに、あなた
　　　　のプログラムをいかにして私たちに、適切に導入できるでしょうか一
ベノレツ 　おそらく、東京とマールブルクの違いですか？希望は次のことにあります．私たちはここで村
からやってきた子供たちを教えています。ところが、ここでも、まったく［都会に典型的な自然
から］疎外化された子供たちの成長記録がみとめられるのです。これは、まさに矛盾です．私は
20年もの間、マールブルクのある場所で、第五学年の生徒たらのために「森の日」を実施してき
ました．この村から来ている生徒たちは木々に囲まれて生活をしているにもかかわらず、森につ
いてまったく知らず、それを生活空間とすることがまったくできていないのです、彼らにとって、
まったく新たな経験だったのです、生徒たちはやってきて言いました　「森には入れません．」一
「なんだって？」一「両親が森に入っちゃいけないといいます」というのです＝ここで問題にな
っているのは、概観、知的把握ではありません・親たちの解釈の問題なのです．人間は環境を常
に解釈します．そしてそのように環境をみなし、環境には危険がつきものだと教え込まれ、い主
や根深い不安感が生じることになります、こうした不安感が自然へと、未開発の野生の自然へと
投影されます一tこれは、大都市一地方都市の問題だけではなく、根本的て基本的な問題だと思い
ます　それで、こうした疎外化という概念は私にとって重要な概念なのです＝こうLた問題に関
して、疎外化という概念が社会化や、政治理論へといかに関係しうるのかについても、私たちは
語るべきなのでしょう．はっきりと認識された疎外化の諸現象を打破しうろために、社会の中で
何が変わるべきなのでしkうか，
　先の三角形にかんして、付言したいことがあります　私はまず内容にかんすろ三角形として、
人間一自然一仕会を示し、教育にかんすろ三角形として、動機づけ一認識一経験を示しました、そ
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して第三の三角形、それに私も動機づけられており、おそらくエコ・フィロソフィにとっても重
要だとも思われ、そしてこのセンターもそれによって方向づけられています．その第三の三角形
は未来のヴィジョンの三角形：一一つは、価値転換であり、教育は、個々人の空想力や意識状態と
非常に密に関係しています．教育はいわば、人がそこで何かを秩序づけることができ、方向づけ
ることができる、ということに対する特権をもつのです．次に体験世界、価値転換に伴う生活様
式の転換が二っ目となります　人間は現実的な関係のうちで、生活のうちで生きます，こうした
ことは何らかの仕方でなされたり、なされなかったり、形を取ったり取らなかったりしkす．様々
な生活スタイルは社会学的に探究されます，教育学者はたいていここで探究を止めます．教育学
者は「私たちはあらゆる意識転換を探究したい」と言いますが、しかしこうしたことは実践のう
ちでこそ示されねばなりません、したがって生活様式に際しては、日常の現実的な振舞いが問題
になり、環境意識が探究されます一意識はその働き方が研究される一一方で、人間はそのように振
舞わなかったり、矛盾したことをしますttこうしたことで、プログラムや構想が停止してしまう
のはとても残念です、第三の支点はシステム転換です，これは、社：会の歴史の中で特定の生活様
式や意識構造が止揚されていくと考えられます．したがって構造転換も併せて考えられねばなり
ません，構造転換とは、構想を政治的、経済的、教育的なものへと展開させていくことであり、
大変興味深く、重要であるといえます．これら三つのすべての変換契機が併せて顧慮されねばな
りません．私が学生に常にいっているのは、「私たちは、望むこと遂行できます．しかし、最後
には、こうした未来のヴィジョンの三角形に対するあなた方の立場決定を述べなければなりませ
ん　あなたがたが一年間こうした主題にかかわることで、この三角形からどのような意識を獲得
しましたか、理解なさったのはどのようなことですか」ということですtt
稲垣　　　いま一つお聞きしても宜しいです加良い実践は非常に重要だとあなたはおっしゃいました、
　　　　単なる実践ではなく、良い実践と，例えば倫理の問題では、人間や人間の振る舞いを変えること
　　　　は非常に難しいことだとされています、例えば学生たちに、あなた方は、今すぐにで｛、、環境汚
　　　　染に対してより意識的になるべきです、と私が言いますと、「はい、おっしゃるとおりです一で
　　　　も私たちには、何もできません」と彼らは言いま十そこであなたに具体的な事例を示していた
　　　　だきたいのですが、通常の教育経過と比べて、生徒たちや参加者があなたのプログラムを経験す
　　　　ることで、彼らはどのように変わっていきますか？
ベルツ 　実例を示すことでお答しようと思います．何かが彼らに届いたか、影響を与えたかどうかの違
いを感じることについてです　それは2週間前のことです．私たちはこのセンターで太陽光発電
装置を個別的に設置していますが、装置を設置した施工者は、かつての私の教え子でした　1986
年に私は、この生徒や他の10人の生徒たちと一緒に、風力発電装置を学校の敷地に建てました、
それはすばらしい経験でした　そして彼はこの間（2週間前）、私にこう言ったのです　「もし私
たちが風力発電装置を建てていなかったなら、私は今こ二にいないでしょう
　同じような事例を数多く、数え上げろことができます。私がいうのは、「みんな、とにかくや
ってみよう」ということです．風力発電装置を建てる際に、私は高感度八ミリフイルムで生徒た
ちを撮りました　そして生徒たちにインタビューをしました，こうしたことは生徒たちにとって
魅力的なことだったでしtう，単に頭の中にあって、風車の健造者ではないからこそ、どうやっ
て作っていいか分からない風車を目分で形にするのです＝三世代に渡る生徒が、このことに関わ
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り、部分的にまだ、終rしていませんが、今まさに、R的が完成きれようとしています　人間の
空想、「夢」が何らかの仕方で獲得されるべきだと私は信じていますつまり深い動機づけです．
深い動機づけが道端に落ちていて、それを拾うといったことはありません．また、深い動機づけ
を生み出すためのマニュアルもありません．そうではなく、たいていは開かれた7ロセスがある
だけです
　ふたたび、この風力発電に関わった生徒について述べてみ土しょう　プロセスは開かれている
べきではありますが、私に発する若干のものがそのプロセスに含まれてもいました一彼はその当
時から手作業に秀でていました私は彼に当時フロジェクトに参加していた時の写真を見せ、「覚
えていますか．君は当時、U一ター［回転翼］を作り、動かそうとしていました　今ローターは
作られて、君も見ているようにここにあります」と尋ねました．、このように人間に過度の要求を
向けるべきではなく、ときには、自信をもっように働きかけねばなりません．私にとって、危険
なことは、あまり多くのことがあることから、人に過度の要求をしてしまい、その人ならできる、
というように、過大評価を投影してしまうことです，ほとんどのことは、実はゼロから始まるの
です一したがって、第一歩が十分よく考えられねばなりません．これが、あなた方のご質問への
回答ということになります　どのように、第一歩がなされ、第二歩に進み、その人を力づけ、過
度の要求は控えるようにするかが、肝要です．というのも、もし、過度に要求されると、その課
題から離れ、「私は他のことをやりたい、二れは単純そうだし、結果がでることが分かっている
から」と言うことになるからです。
　私たちがここで問題にしていることは、難しい問題です．特定の何かが、動機づけるというこ
8はできません。しかし、私がいつも自分に言い聞かせていることは、あらゆる出来事は、繰り
返しゼロから始まるということです。試みなければならないのは、まるで何も生じていないのだ
という雰囲気を作り出すことです：t私たちは、今こそ、作り上げる良い機会を持っているという
雰囲気であり、参加する人に、至るところに多くの諸問題を見させて、重荷にならないようにす
ることが大事です．t「今こそ、私たちみんなで、これをしよう、きっと実現できる、君がいるし、
君も、君も、みんながいるから」という点に到達することが大事なのです。
山口 大変、貴重な、興味深いお話をいただき、どうもありがとうございました．深く、感謝もうし
あげます、
（翻訳　中山純一）
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